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	私(C)の祖父(A)は、X1年1月に死亡しました（以下「1次相続」）。祖父はすべての財産1,000を私の父(B)に相続させるという遺言を残しており、これに対して叔母(Z)が遺留分侵害額請求をしてきました。
	また、X1年2月、父(B)が死亡しました（以下「2次相続」）。父はすべての財産を私(C)に相続させるという遺言を残していました。
	祖父(A)の相続税の申告期限までに叔母(Z)への支払額が確定しなかったため、1次相続に係る父(B)の相続税申告は、祖父(A)の遺言通り、父(B)が1,000すべてを相続したものとして、X1年11月に行いました。
	また、父(B)の相続税の申告期限までにも叔母(Z)への支払額が確定しなかったため、2次相続に係る私(C)の相続税申告は、父(B)に祖父(A)から相続した1,000の財産があるものとして、X1年12月に行いました。
	その後、X2年2月に、遺留分侵害額請求に基づく支払額が確定し、叔母へは200を支払うこととなり、その結果、父(B)が相続した財産は800となりました。
	この場合、1次相続に係る父(B)の相続税申告、及び2次相続に係る私(C)の相続税申告において、更正の請求をすることはできますか？
	〔親族関係図〕
	〔1次相続に係る課税価格〕
	〔2次相続に係る課税価格（1次相続の影響のみ記載）〕

